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〈図書館大会報告〉
第100回全国図書館大会と国際交流
日時:2014年 10 月 30 日 ~ 11 月 1 日
会場.明治大学駿河台キャンパス リパティータワー
2014年 10 月 30 日 ~11 月 1 日、日本図書館協
会(jLA)主催の「第100回全国図書館大会」
が明治大学駿河台キャンパス ・リパテイタワー
で開催された。本学では、 2009年の第95回大
会に続いての実施となった。
全国図書館大会は、 1906年に第l回大会が
開催されて以来、今回で第100回の節目となる
(第2次世界大戦により、 1940-47年は開催が中
断されている)。また、 2014年1月に]LAが公
益社団法人に移行して最初の大会ともなり、現
職の図書館員や図書館情報学研究者をはじめ、
2.000名以上の関わる盛大な会 (うち参加者は
約1.500名)となった。初日には開会式と記念
フォーラム 「図書館文化を明日の力に~言葉を
育てる ・社会をつなげる ・ 未来を創る ~J が
開かれ、その模様は後日、 1月22日にNHK'
ETV fTVシンポジウムjで全国放映された。
2日目の分科会では41セッシ ヨンが設けられ
た。第100回を記念する本大会では、大会テー
マのひとつとして、海外との相互交流や情報
発信が掲げられ、海外からも要人が招かれた。
筆者は]LA国際交流事業委員会委員長の立場
から、第10分科会「世界の図書館情報学教育」
(於1123教室)の運営に関わった (共催:]LA 
図書館情報学教育部会)。このセッションで
は、国際図書館連盟 (IFLA)、韓国図書館協会
(KLA)、アメリカ図書館協会 (ALA)、アリゾ
ナ州図書館協会 (AzLA)など、海外の主要な
図書館団体の関係者を発表者に迎え、国際的視
野から図書館員養成の今後が討議された。参加
者は122名 (うち学生59名)である。
まずジェニファー・ニコルソンIFLA事務局
長から、 2013年8月に発表された fIFLAトレ
ンドレポートJの内容に基づき、情報環境の急
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激な変化や、それに対応した専門的な実務教育
を行う上でのIFLAの役割が報告された。次い
でユン ・ヒユンKLA会長から、韓国の 「文献
情報学」教育の現状と、教育水準の格差など養
成上の問題点が報告され、標準教科目制度や国
家試験制度の導入といった意欲的な改革案が提
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コ トー ニー ・ヤングALA会長からは、北米
のLIS教育の最近の傾向が紹介され、オンライ
ン化の進む現状やLISプログラムの他学部への
統合、 ALAにおけるマイノリティ支援制度な
どが報告された。また、 ジーン ・プフェンダ-
AzLAホーナ ・ー フエ ロー シップ委員会委員長
と、アレクサンドラ ・ハンフリ ーズ同次期委員
長からは、アリゾナ大学のLIS教育や継続教育
の現状が紹介された。
日本の状況については、杉本重雄氏(筑波大
学)から筑波大学を中心とした養成教育の推移
と、今後iSchoolの展開を通じて、情報を中心
に学際性を高める展望が示された。その後、杉
本氏を コーデイネータとして質疑応答に移り、
会場から活発に質問が寄せられた。各発表者も
積極的にこれに応え、図書館員養成の今後につ
いて熱心に議論された。
発表終了後には、登壇者と]LA関係者は紫
紺館に場所を移し、相互に交流を深めた。関係
各位に、この場を借り て感謝申し上げたい。
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